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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
幼年期未完成歯の歯根発育端部にみられる特異な組織構造は歯髄歯根膜鐘状体と称せられ, 機能上もは
なはだ重要なものと昌せられているが, これを中心として歯根尖端部周囲組織が加令とともにどのような
変化をたどるかほ, たんに口腔解剖学上のみならず, 歯科臨床上にも少なからず重要な問題である｡ 著者
は 9 才から63才にいたる16例の顎周囲組織を附した歯牙について連続切片標本を作製して, その逐年的変
化を仔細に観察した｡
その結果歯髄歯根膜鐘状体は歯牙発育期においてほ, 歯根の形成にもっとも重要な役割をはたすもので
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